
外来感染対策向上加算
受診歴の有無に関わらず、発熱等の症状を呈する患者様（疑いを含む）に対して、診療時間・空間を分離して
診療を行った場合、[外来感染対策向上加算]（6点/月1回）を算定いたします。

電子的診療情報連携体制整備加算
当院では、医療DXを通じた質の高い診療提供に努めています。オンライン資格確認システムにより取得した診療情報
（薬剤情報や特定健診情報など）を診察室等で活用して診療を行うほか、
マイナ保険証の利用促進に取り組んでいます。また、電子処方箋の発行に向けた体制を整えています。

明細書発行体制加算
当院では、医療の透明化や患者様への情報提供を積極的に推進していく観点から、
領収書の発行の際に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行しております。
また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、明細書を無料で発行しております。
尚、明細書には、使用された薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されます。
明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨をお申し出ください。

特定疾患療養管理料
当院では、厚生労働大臣が定める「特定疾患」を主病とする患者様に対し、
同意を得て治療計画に基づき専門的な管理・指導を行っております。

・対象となる主な疾患：喘息、慢性気管支炎、胃潰瘍など
・算定内容：症状に応じた長期的な治療計画の作成、服薬管理、生活指導等
・費用：特定疾患療養管理料(月2回まで)
・症状により28日以上の長期処方の処方箋の発行にも対応しています

一般名処方加算
当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組み等を実施しております。
後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤の成分をもとにした
一般名処方（※一般的な名称により処方箋を発行すること）を行う場合があります。
一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、
患者様に必要な医薬品が提供しやすくなります。

※一般名処方とは
お薬の「商品名」ではなく、「有効成分」を処方箋に記載することです。そうすることで供給不足のお薬であっても
有効成分が同じ複数のお薬が選択でき、患者様に必要なお薬が提供しやすくなります。
ご理解、ご協力をお願いいたします。

ベースアップ評価料
当院では、2025年X月より診療報酬改定に基づき「ベースアップ評価料」を算定しております。
本評価料は、医療現場で働く看護師、コメディカル職員、事務職員等の賃上げ（処遇改善）に全額を充当いたします。
ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

後発医薬品使用体制加算
当院では、患者様の経済的負担の軽減と医療保険財政の改善を図るため、厚生労働省の推進方針に従い、
後発医薬品（ジェネリック医薬品）の採用・使用に積極的に取り組んでいます。
【医薬品の供給不足に対する対応】
医薬品の供給が不足した場合、医薬品の代替薬の提供や、処方変更（用法・用量・投与日数など）に対して
適切な対応を行える体制を整えております。
【患者様へのご説明】
供給状況等により薬剤を変更せざるを得ない場合は、患者様へ事前に十分なご説明をいたします。

小児抗菌薬適正使用加算
急性気道感染症・急性中耳炎・急性副鼻腔炎・急性下痢症などにより受診し、診察の結果、抗菌薬の投与の必要性
が認められないため抗菌薬を使用しない方に対して、抗菌薬の使用が必要でない説明など
療養上必要な指導を行った場合に小児科外来診療料と小児かかりつけ診療料に限り
「小児抗菌薬適正使用支援加算」を初診時に算定しています。

【薬剤耐性について】
抗菌薬（抗生物質）の不適切な使用により、病原体が変化して、抗菌薬が効かなくなることです。
当院では診察をした上で細菌感染を疑う場合のみ抗菌薬を処方することにしています。

夜間早朝加算／休日加算
厚生労働省の規定により、平日18:00以降・土曜日12:00以降、日曜全日は夜間早朝等加算が適用されます。
前述の診療時間外（祝日など）の時間帯で診療を行った場合には、休日加算が適応されます。
夜間早朝加算50点（3割負担：150円、2割負担：100円、1割負担：50円）が適用されます。


